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観光中核人材※

※開講式・最終発表会・視察など
　一部実地参加あり

※島根大学・鳥取短期大学の
合計人数

募集
期間

令
和
5
年6月28日 令

和
5
年8月16日

受講生募集3
山陰ツーリズム人材育成塾

第 期
オンラインを中心とした授業で
観光の中核を担う人材を育成します。

受講料
無料
一部実費負担あり

〔17:00必着〕水 水

令
和
5
年9月21日 令

和
6
年2月16日木 金

▲ 観光で課題解決や地域活性化を進めたいと考えている方

▲ 地域に根差した観光事業の再構築を検討している方

▲ 観光での新規事業や起業を検討している方

▲ 観光の現場で働き、上記のようなことを志す方

今後の地方創生の柱は地方による「観光」の取組であり、地域資源を価値化し有効に活用しながら
後世に残し、観光地域づくり、観光ビジネスの展開等、「観光」を実践できる人材が求められています。
本塾は、このような課題に応えるため、観光に関わる主体をつなぐ資質・能力を持つ人材を育成・
輩出することで、人材間のつながりが形成・発展し、地域全体を活性化させることを目的として開講
します。

※授業の実施期間・形態については、今後WEBサイトで更新・周知します。

※観光中核人材の定義については裏面へ

募集対象

山陰ツーリズム人材育成塾の教育プログラムは、山陰地域に求められる
観光人材を育成するプログラムとして新たに開発したもので、約半年間
にわたって授業を開講します。

教育プログラムの概要およびカリキュラム

募集人数

目指す人材育成像

履修期間

平日夜間（19時～）や休日等、オンライン中心のカリキュラムで仕事
を続けながらでも無理なく受講が可能です。

本事業は令和5年度訪日外国人旅行者周遊促進事業を活用しています。

16名程度

学生も
OK！

知識習得講座
観光が「地方創生の鍵」である所以を様々な角度から学び、様々な観光の取組
を実践するために必要な考え方やノウハウを学ぶ。

1

ゼミナール
上記で得た知識、ノウハウ、考え方を吸収し活かし、自身の観光の取組やアイデア
の具現化を図る。

2

先進事例の視察（予定）
鳥取県八頭郡智頭町、島根県大田市温泉津温泉を視察し、地域における観光の
取組現場を直に見ることで、新たな学びを得る。

3

山陰地域を観光に
よって活性化させよう
という意志

自力で観光ビジネス・
活動を展開できる遂行
力（行程管理） 地域にとって相応しい

「持続可能な観光」を
理解し展開できる能力

お申し込み方法・お問い合わせ先は裏面をご覧ください主催

株式会社
ARKカンパニー
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観光中核人材とは、自分の領域での役割を果たしながら、地域の様々な業種をつなぎ、連携によって「観光」
による地域（地方）創生を行っていく人材。

様々な領域が活性化する。自然に、また有機的につながり始め、意図した連携も始まる。持続可能な地域づくりや
取組が実践され、また、それぞれの領域の役割も意識され、結果、地域一体となり、活性化する。

応募書類提出先・お問い合わせ先

島根

各領域に、観光中核人材が存在し、役割を果たし活躍している地域

島根大学 教育・学生支援部教育企画課
学生センター1階6番窓口
（山陰ツーリズム人材育成塾担当）

epd-kkikaku@office.shimane-u.ac.jp
0852-32-6053

募集要項の詳細や応募書類は右の二次元
コードからご確認ください。
https://www.shimane-u.ac.jp/education/school_info/edu_programs/edu_program09.html

観光中核人材育成の流れ

〒690-8504 島根県松江市西川津町1060

☎

鳥取

鳥取短期大学 教務課
（山陰ツーリズム人材育成塾担当）

kokusai@cygnus.ac.jp
0858-26-9166

募集要項の詳細や応募書類は右の二次元
コードからご確認ください。
https://www.cygnus.ac.jp/index.php?view=15010

〒682-8555 鳥取県倉吉市福庭854

☎

農林水産業、
製造業その他

宿泊業

観光施設
旅客運送業

自治体・
自治体関連団体

地域組織
（DMO、まちづくり組織等）

観光関係団体
旅行業

飲食業

「
観
光
」に
よ
る

地
域（
地
方
）創
生

地域と観光の関係性、持続可能な地域づ
くりの全体像をイメージし、それを動かす
のが観光中核人材である事を認識する。

地域と観光を俯瞰して捉える0

「観光」の様々な側面と、持続可能な地域
づくりに必要であることへの理解

地域への観光の必要性1

自分の立ち位置に合わせた積極的な行動
力により、関係者に良い結果をもたらす。

行動・実践力4

観光領域で、どういった専門的知識が必要
で、どういった考え方が必要かを認識する。

自らの専門領域3

持続可能な取組となる為に、自分の立ち位
置や役割を考え認識する。

自分の立ち位置2

他者とどこかで有機的につながっていた
り、或いは連携している事を理解する。

他者と連携力5

観光中核人材の定義本塾における


